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本研究は、演奏表現の成立と行為との関係について考察することを目的とする。特に本

研究は、管弦楽の指揮者の身体運動を対象に、その「身振り」と「運動」を分析し、それ

が演奏表現の本質的な契機（あるいは基盤）である可能性を示唆する。音を生み出す行為

のなかに表現を可能にしている運動の構造があることを記述するのである。これは、演奏

表現の身体的な要因について必ずしも多くの関心を向けてはこなかった従来の音楽研究に

対して、新たな視座を提示する試みである。本研究は 6 章から成る。以下に各章の内容を

記す。 
 
序章では、音楽と身体運動の接点に関する心理学そして音楽学等の観点から行われた先

行研究を参照し、音楽研究において身体的なアプローチが欠如している現状を確認した。

続いて、演奏する身体の運動と音楽との関係を理解することの意義を述べた。そして、本

研究の問いを検証するために「指揮者」を対象にした理由として、指揮者が、あらゆる音

源（楽器等）との関係のなかで、身体運動を通して「交響」を単位とする音楽を表現して

いるのではないか、という可能性を挙げた。以上から、指揮者を対象にすることで、楽器

等の機械的な操作に介在されない、音楽的な内容と結び付いた身体運動の特徴を観察する

ことができると仮定した。 

 

 第 1 章では、まず指揮者を観るため前提として、指揮および指揮者に関する記述を概観

した。最初に、伝統的な「指揮法」について述べ、それらが主に拍子を示す動きの分類に
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重点を置いたものであることを指摘した。続いて、指揮法が確立される以前の記録を参照

して、当時の指揮者が全身で音楽を表現するための身振りを開拓していたことに言及し、

そのような指揮のあり方を「表現行為としての指揮」として位置づけた。音楽の表現者と

しての役割を積極的に担う近現代の指揮者もまた、いわゆる指揮法には収まらない動きを

示していることを、いくつかの先行研究から指摘した。そして、指揮者がどのような仕方

で演奏表現に関わる身体の運動を構造化しているのかを明らかにすることが、本研究にお

いて分析されるべき内容であるとした。本章の後半では、生態学的音響学の視座を導入し、

指揮者の身体の運動が、オーケストラ音楽の事象であると位置づけた。そして、そのよう

な事象の構造にアプローチする方法として、「身振り」と「運動」を分析する枠組みを導入

した。 

 

第 2 章では、指揮者の井上道義氏と東京フィルハーモニー交響楽団（管弦楽）によるリ

ハーサル（計 4 日間）を対象に、指揮者の身振りの分析を行った。本章の前半では、指揮

者の身振りをオーケストラとの協調的な行為として捉えるため、指揮者とコンサートマス

ターの運動の相対的なタイミングを計測した。その結果、リハーサルの経過とともに両者

は同期性を高めていったことが明らかになった。そして、その同期性が最も低かったリハ

ーサルの初日は、指揮者からの働きかけが最も大きく、オーケストラが探索的にならざる

を得なかったのではないか、という可能性が指摘された。そこで本章の後半では、初日に

観察された身振りの特徴を分析した。ここで指揮者の身振りの一般的な分類（Braem & Bräm, 

2000）を導入し、続いて井上氏の身振りと、その一般的な分類との類似性を検証した。さ

らに井上氏の身振りの内容について、井上氏自身と複数のオーケストラの演奏者とのイン

タビューを行った。その結果、井上氏の身振りは、複数の楽器への指示を一つの身振りの

なかで同時的に表出する「同時的な多義性」といった特徴を持つものであることが示唆さ

れた。最後に、身振り研究の代表的な枠組であるマクニールの理論を参照し、特に身振り

の「慣習性」という点から議論を行った。そして井上氏の身振りが、指揮者の身振りとし

ての慣習性と、それには規定されない自発的な身振りとの境界を柔軟に行き来するもので

あることを指摘した。 

 

第 3章では、指揮者の沼尻竜典氏とトウキョウ・モーツァルト・プレイヤーズ（管弦楽）

によるリハーサルおよびレコーディング・セッション（計 3 日間）を対象にした。運動の

タイミングの計測を中心として、特にリハーサルの経過にともなう指揮者の身振りの変化

を分析した。計測は全て楽曲冒頭を対象とした。指揮者の腕のストロークの形態は、特に

観察 3 日目（レコーディング・セッション）において大きな変化を示した。その一方で、

ストロークの持続時間は、あまり大きな変化を示すことがなかった。指揮者とコンサート

マスターの運動の相対的なタイミングは、ある時間幅を維持しながら次第に高い安定性を

示していった。以上の結果から、沼尻氏の腕のストロークは、形態の変化と持続時間の不
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変性という両面を持ち、その特徴がオーケストラとの関係を安定化させ、楽曲冒頭の表現

を導き出すことに寄与していたのではないかという可能性が指摘された。最後に、指揮の

変化と楽曲の表現との関係について議論するなかで、沼尻氏とのインタビューを参照した。

個々の作曲家には特定の手の形と結び付く「弾き癖」のようなものがあり、手の感覚が指

揮の動きと深い関係がある、という彼の指揮の基礎にあるピアノ奏者としての経験から語

られた内容に関心を向けた。そして、指揮者の運動と楽曲作品との関係について、より詳

細な分析が必要であることを指摘した。 

 

第 4章は、第 2・3章での分析を発展させたものである。ここではまず「運動」を、機能

的な身振りの形成に関与する「運動群」として定義した。一つの身振りが示されるために

は、それに関連した運動の連鎖が必要になるからである。そして指揮者の運動を、運動解

析装置を用いた実験において分析した。第 2・3章では、単一の楽曲を対象にしていたのに

対し、本章では二つの楽曲を課題として使用した。これは、異なる作曲家による作品であ

りながら、同一の拍子構造を持ち、さらに類似したテンポで演奏することのできる楽曲で

あった。したがって、拍子を示す機能に限定すれば、これらを同一の運動によって指揮す

ることが可能であったと考えられる。実験には、大学の音楽学部に在籍する指揮科学生二

名とヴァイオリン奏者二名が参加し、一名ずつ組になって課題を演奏した。楽曲冒頭を対

象に、指揮者の右手の運動の特徴（形態・振幅・速度・加速度）を比較した結果、二名の

指揮者は（指揮者ごとに独自の仕方で）各楽曲に特定的な運動のパターンを示していたこ

とが明らかになった。指揮者の手腕の運動は、楽曲作品の差異を、演奏開始直前の微小な

時間のなかで表していたのである。以上から、指揮者はこのような運動の制御を通して、

オーケストラをある特定の演奏表現へと導いているのではないか、という可能性が指摘さ

れた。最後に、本章の結果が、近年の運動研究における「協調」の概念との関連を持つこ

とを示唆し、協調運動を単位として音楽の演奏表現にアプローチすることの可能性につい

て議論した。 

 

第 5 章では、第 1 章で導入した理論的な枠組みから、第 2・3・4 章での結果を位置づけ

ることによって、総括的な議論を行った。第 1章で導入された理論的な視座の確認のため、

近年の関連研究の成果と、本研究に対するそれらの含意を整理した。続いて、ピアノおよ

びチェロ演奏の協調運動に関する三つの研究を取り上げ、特に演奏家の運動に現れる楽曲

に特定的な「不変項」としての協調構造という成果について詳述した。これと指揮の運動

の分析との関連性を議論することによって、本研究の今後の課題を明らかにした。 

 

第 6 章は、全て章の内容を確認することによって、本研究のまとめとした。そして本研

究の結果が、検証すべき課題を残してはいるものの、演奏する身体の運動が演奏表現の契

機として関与しているという可能性を示唆するものであることを述べた。 
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